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WORKSHOP 220521

ドレーピングで作るテーラードジャケット

テーラードの美しさは
後姿に現れる

新規性や斬新さが重要視されるファッションの世界に於いて、テーラードジャケットほどルールや条件に縛られた

アイテムはありません。それは例えば日本の着物と同じように、伝統的なアイテム、完成されたデザインとして扱

われるからでしょう。しかし伝統的なものに限って「そういうものだ」という思い込みや勘違いが生じるものです。

日本でも海外でもテーラードジャケットは「平面製図」で作られるため、ルールや条件を盲目的に鵜呑みにして

いるケースが多く見られます。パターン的メカニズムを正しく理解し、かっこいいテーラードジャケットを作りましょう。

なお本講義で解説するテーラードジャケットは、シャネルスーツなどにみられる 4 パネやプリンセスライン構造では

ありません。メンズの定番となっている 3 パネ構造であることをご理解ください。これは TOPS にとって最もシ

ルエットを構築しやすい構造だと言えるとともに、テーラードジャケットのドレーピングを簡単にしている最も大きな

要因ではないでしょうか。
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玉置の仕事場

Instagram website
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AH 楕円の設定

脇面の傾斜 脇面の傾斜

ショルダーパーツの設定

テーラードジャケットの楕円形は、 他のアイテムとやや異なり、 下膨れになるという

点が特徴です。 しかしその具体的な形状はあくまでもデザインであり正しい形とい

うものはありません。 最終的に完成する袖の太さ（袖幅）やカマ底の高さを基準に、

ドレーピング最初の段階であらかじめ想定しておきます。

他のアイテムと比較して、 背幅が広く、 胸幅が狭いという点

がテーラードジャケットのひとつの特徴です。 それはつまり脇

面が前傾するということで、 袖が前振りに付くことを意味しま

す。 したがって脇面の傾斜を決定するショルダーパーツは、

右図のように意識的に前傾させます。

上は左身頃 AH ですが、 ショルダーパーツが前傾して取り付

けられています。 こうすることで胸幅に対して背幅が大きくな

り、 つまり脇面が前傾し、 袖が前振りになります。

ダミーの肩先を上から見た画像です。 左がヌードで右がショ

ルダーパーツを付けた状態です。 テーラードはかなり極端に

前振り （背幅が広く前幅が狭い） にする場合が多いようです。

AH の大きさについて

どのような楕円を設定するかはデザインですが、 形状や具体的な大きさについては、 パタンナーの経験則に頼るしかないと思います。

画像のダミーは TAMAKI DUMMY のメンズ用モデル GKS ですが、 バストは約 96cm です。 僕の場合、 このダミーで作ったとき、

AH の全長は 51〜52cm になるよう設定しています。 また女性用モデル BSN の場合、 バストは約 80cm ですが、 AH 全長は 42

〜43cm 程度を目安として設定します。 しかしこの数値も、 肩傾斜の具合やカマ深位置をどの程度にするかによって変化します。

ショルダーパーツ

後前後前

基本楕円形

SP

前 後

脇

SP

前 後

脇

テーラードジャケットの楕円形
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背中のルールとメカニズム

左のパターン①は、Aのネッ

ク付近とBの裾付近で地の

目が平行。仕上がりは上図

1のように見える。これに対

し右のパターン②は平行で

はないため、仕上がりは上

図の2、3のようになる。

服作りに正解は無く、 ファッションは自由であり制約

なんて何もないのが建前ですが、 僕にとってことテー

ラードの背中心地の目だけは、 どうしても譲ることが

できません。 地の目は必ず、 右図１のような Y 字型

でなければ許せないのです。

身頃全体のシルエットは、 振込分量や地の目など、 背中心に集約された要素によって決定されます。

背広の語源は

背中が広くて大きいから

縦地の目

ウエストのくびれにフィット

ウエストに於ける振込分量

蹴回しの表情

横地の目

肩イセ
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ドレーピングのポイント

上の画像は、 振込分量によって変化するパネル切替位置を表しています。 A は振込分量 1cm です。 この程度の振込分量だと、

クセの出る位置も背中心に近くなり、 振込分量が多くなると共に位置が脇側に移動します。 これはとてもおもしろいメカニズムだと思

います。

背骨の湾曲や前肩、 ウエストのくびれなど、 背中の凹凸はとても激しいため、 これによって生じるクセを処理するべく、 何らかの操

作が必要になります。 そのひとつが振込ですが、 テーラードは背中心に接ぎを作れるため、 背中心がワ取りのアイテムに比べ、 背

中の表情を簡単に表現できます。

2. 振込分量

1. クセの分散と縦方向の余り
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重力に任せて自然に落とすと、 地の目

は右の画像 A のように右側身頃に向かっ

て流れます。 背中の地の目は Y 字型と

いう絶対条件があるため、 ウエストより

下の地の目が中心線と平行になるまで

戻します （画像 B）。

右の画像は戻した分量のアップですが、 ヒップライン上で約 4cm も余って

しまいます。 余りはウエストから放射状に広がるため、 着丈の長さでは

6cm 以上になるでしょう。 このままではハネが多すぎて収まりません。

画像 A は戻す前の画像です。 ウエストから下の余りとは

別に、 赤線で示した横方向の地の目が左下がりになる点

に注目してください。 テーラードには、 横地の目は水平

でなければならないというルールがあります。 画像 B は

横地の目が水平になるよう、 白矢印の方向にトワルを引っ

張った状態のものです。 こうすることで横地の目は水平に

近づき、 更に振込を戻すことで生じた背中心ウエスト下

の余りが、 半分以下に軽減している点に注目してくださ

い。 このとき引っ張った分のひずみが肩線上に分散され

ます （白丸）。 これが肩イセの正体です。

肩をイセる理由について、 多くのみなさんは肩甲骨の膨らみを表現するため

だと思っていますが、イセで膨らみは表現できません。もし膨らませたければ、

ダーツとして処理しなければなりません。

3. 振込の戻しと肩イセのメカニズム

中心線

戻し分

肩イセ

中心線と平行になるまで戻す

振込量3cm

約4cm

約6cm

A B

A B
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aiSTANDALONE は特殊な販売方法を採用しているため、 エンドユーザーさんの体型をダイレクトに観察できるブランドです。 そのファ

ン層はとても若く、 10 歳代後半から 30 歳代くらいの女性が主体です。 aiSTANDALONE のアトリエには毎日たくさんのお客様が訪れ

ますが、 僕はお客様の体型を観察することで、 現代の若い女性たちが、 これまでの日本人とはまったく違う、 新しい体型になっている

ことを実感しています。

テーラードジャケットの美しさは後姿に現れます。 後姿とはつまり背中です。 現代女性に合った美しい背中のテーラードを作るために、

aiSTANDALONE は 【TAMAKI DUMMY】 を採用しています。 凛とした美しい姿勢を再現する頭 （クビ） の位置と、 平坦で凹凸の少

ない背中が特徴です。

浅田真央選手の体型はそんな現代女性の典型です。 そして世界的に見ても、 彼女ほどバランスの取れた美しい体型を持つ女性を他

に知りません。 特に真央さんの背中の美しさは群を抜いています。 TAMAKI DUMMY の 【BSN】 と 【TN】 は今から 8 年前の 2014 年、

そんな真央さんの体型を参考に開発されました。 そうです、 あの感動のソチ五輪が開催された年です。

日本人もアジア人もそうですが、現代の若い人は、男性も女性もとても素晴らしい体型を持っています。 特に顕著なのが背中とクビです。

板のように平坦で前肩が弱い背中と、 頭の位置 （クビの位置） が後に付いている点です。 これは食事や生活習慣が関係しているのか

もしれませんが、 何よりも姿勢が良くなったことがその原因だと思います。

４. 現代女性の体型

現代女性が持つもうひとつの特徴は、 比較的小さ目なバスト寸に対して、 ヒップ

寸がとても大きいことです。 具体的な数値で言うと、 例えばバスト 83cm くらいが

日本人女性の平均とされていますが、10 歳代後半から 30 歳代くらいの女性に限っ

て言えばこれよりやや小さく、 身長 162cm くらいのバストは約 78cm ほどです。

それに対してヒップは 90cm 以上あり、 バストに対するヒップの割合がとても大きく

なっているのが特徴です。 そしてその形が問題なんですが、 プエルトリカンやラテ

ン系の女性に多く見られる、 いわゆるヒップアップ体型です。 つまり横から見た時

の後への張り出しが大きく、 それゆえにウエストのくびれが強調される体型です。

こういった現代女性のヒップに対応するためには、 背中の裾をあえてハネさせると

いう手法を取ります。ヒップアップ体型

腰のくびれ

website
TAMAKI DUMMY
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前身頃

ドレーピングのポイント

特に胸のある女子の場合に顕著になりますが、 前身頃ドレーピングのポイントは、 バストから生じるクセの分散方法にあります。 とこ

ろがテーラードはボタン位置が低いため （デザインによって高いものもありますが） 分散処理が楽にできます。 背中心にハギがあるこ

とや 3 パネで構成される点と併せて、 ボタン位置の低さは、 テーラードドレーピングが簡単だという理由のひとつです。

左の画像は、 前中心に胸グセの大部分を分散させた状態です。 ちょうどバスト線上

の前中心あたりに浮きがでているがおわかりでしょうか。 浮きの量は約 3cm ほどあり

ます。 こんなに浮いてたらダメじゃないかと思いますが、 実はここがミソなんですが、

ボタン位置が低い場合、 この程度の浮

きは、 ラペルを返したときの見え方とし

てまったく気にならなくなります。 もちろ

んこれはバストの大きさ （高さ） によっ

て異なりますが、 今の若いアジア人女性

なら、 ほとんど問題になりません。 なぜ

なら胸が小さいからです。

前身頃の胸グセ分散をこのように行うこ

とで、 メンズライクな構造が容易に実現

できます。ボタン位置の低さは、テーラー

ドジャケットを簡単にしている理由のひと

つです。

地の目

ラペルを返した時の浮き

FC

ボタン位置

約3cmの浮き
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ラペルと上衿のメカニズム

ドレーピングのポイント

ほぼすべての TOPS で、 衿は紙で作った長方形を使うというのが 「玉置メソッド」 の大きな特徴です。 テーラードも決して例外では

ありません。 むしろテーラードこそ、 この方法を用いることでクリースラインと上衿の関係性やメカニズムを良く理解できます。 平面

をやるみなさんには想像もできない方法だと思いますが、 稽古場の生徒が簡単に衿を作ってしまうのを見て、 教えている本人の僕

が驚僕がくほど、 この衿作りの方法は簡単でわかりやすい方法だと思います。

長方形の幅 （高さ） は、 後から見た時の、 衿グリからクリースラインまでの高さ

です （左 A）。 この画像はメンズなので 3.5cm となっていますが、 自分の好き

な高さで再現することが可能です。

クリースラインは実際の服には存在しません。 便宜的にパターン上に表

記されるだけの線です。 デザイン的に重要なのはボタン位置で、 これ

に対してどのような表情でラペルが返るのがかっこいいのか、 これを表

現することこそ重要です。 クリースラインを描けば必ずそこで衿が返る

と考えるのは間違っています。 特にテーラードの場合、 ラペルの返り具

合をコントロールするのは上衿の甘さです。 上衿が甘くなればラペルの

返りも甘くなり、 辛くなればラペルも辛くなります。 TOPS の顔とも言え

る V ゾーンを適切に表現するためには、 上衿の甘さを確実にコントロー

ルする必要があります。

もちろん上衿そのものも、 パターン的に整合性が取れていなければな

りません。 地衿と表衿とのバランスやキセ分が適正に入ってなければ、

設計線がパターンに書き込んであっても無意味です。 アイロン技術を

極限まで排除する 「玉置メソッド」 ならなおさらですが、 衿の返りに限

らず、 服の表情はあくまで物理的な現象であり、 その仕上がりがパター

ンの完成度に左右されることは言うまでもありません。

衿グリ

上衿の甘さ

A

クリースライン
ラペル
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脇入れとバストのゆとり分量

前後身頃が完成した時点で初めて脇を入れま

す。 これはテーラードの特徴のひとつでもあり

ますが、 脇入れの基準は必ずウエストになり

ます。 最初にウエスト位置でピンを留め、 続

いてバスト、 裾と、 計 3 本のピンを使います。

3 パネ切替線の距離合わせの際も、 基準は

必ずウエストになります。 ウエストポイントを基

準に、 上は上、 下は下で距離合わせを行い

ます。

脇入れが完了したら、 最初にデザインした楕円を使って

アームホールを設定します。 このとき楕円長辺の延長が設

計上の脇線（３パネなので実際の脇線は無い）となります。

肩先の位置は楕円から得られ、 肩先に於けるハンドルの方向は、 先に設置したショルダーパーツのエッジから得られます。 こうして

身頃が完成したら、 ドレーピングで得られた情報を元にデジタル化を行います。 平面作図で各部の整合性を取り、 両身トワルを作

成します。

前 後 脇 ダ ー ツ は そ れ ぞ れ

別々に処理します。 このダー

ツは位置や角度を適正に整

えた後 3 パネの切替線とな

りますが、 バストライン上の

ゆとり分量は、 パターン赤

線のように、 たたまれてド

レーピング時より少なくなり

ます。

3パネ切替線

AH楕円

楕円長辺の延長線が脇線

基準ポイント

後脇ダーツ

前脇ダーツ

身頃の完成
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平面作図のポイント

前後バランスが不自然 前をもう少し出すか ・ ・ ・

前バストをマイナス 後バストをプラス

背中をもう少し削るか ・ ・ ・

いつも言うように、 パタンナーが最もこだわるべきは曲線描画です。 肩入れ時、 脇入れ時に於ける AH 形状が、 バランス良く自然

な曲線になるよう修正します。 ドレーピング技術が熟練すると、 こうしたバランスは自ずとわかるようになりますが、 初心者のうちは

これを的確に表現することが難しいため、 平面作図によって修正を加えます。 そのとき注意しなければならないのは、 肩入れ時の

形状と脇入れ時の形状を、 同時に検証するという点です。 特に脇入れ時の形状は、 最初に設計した楕円形に支配されるため、 そ

の条件をクリアしながら、 かつ肩入れ時の形状も修正しなければなりません。

クリースライン

辛い返り

ボタン位置

紙の長方形

ボタン位置

身頃

衿は身頃の衿グリ寸法に合わせて平面で作ります。 身頃クリースラインの延

長を基準にした棒衿です。 先に明記したとおり、 ラペルの返り具合は上衿

の甘さでコントロールするわけですが、 どの程度の甘さにするかは、 上衿の

高さや生地の厚み、 またボタン位置に於けるデザイン的見え方によって感覚

的に決定されます。 右の画像はこの衿を取り付けたトワルです。 ラペルの返

りがかなり辛くなっています。 上衿のマニュプレーションでこれを修正します。

衿

肩入れ時のAH形状

脇入れ時のAH形状
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衿腰を切替える 切開線を入れる 必要量を展開 完成

ラペルが狙いどおり適正な返り方をするまで、 上衿の外回りを開きます。 ハサミはクリースラインまで入れます。 ピンで押さえ開いた

分量を計測し、 平面でこれを再現します。

ラペルの返りをコントロール
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袖イセ量の設定と袖山カーブ

後 SP前後平均

前後平均

前後平均

前 SP

前 SP 高 後 SP 高

山高

2.5cm

2.5cm

4.284.71 5.364.87

4.534.89 4.784.43

4.434.7

前合計 = 

4.834.56

4.965.16

26.06 後合計 = 27.02

全長合計 = 53.08

全長合計
= 26.54

90°

5.375.17

6.476.6 6.686.55

1

前 SP 高

＜例＞

＜例＞

2
X 86%

+1

2

3
後 SP 高2

3

21.74

2

2

X= 86%21

=

= 18.06

= 18

+ 20.27

袖山の設定

テーラードジャケットの袖は、 先に完成した AH から算出して作ります。 係数の 86% は、 生地の種類やデザイン等によって変化します。

袖山カーブの形状とその整合性は、 シャツ等のように物理的に求めることができない。 設定された袖山高、 イセ量を優先し、 最初に設定した

楕円形形状に頼って作図する。

前後平均 SP 高から、 ベースラインまでの高さを 4 等分する。

前後 AH が全部で 10 等分される。

イセ量は上から順に 110、 108、 106、 104% とし、 ベースラインからカマ底まで

を 102% と設定。

前後 AH のイセ量合計を計測。 袖付け全体の長さとする。

カマ底からベースラインまでは、 男女サイズにかかわらず定寸 （2.5cm）。

袖幅は、 設定した袖山高と全体の距離に

応じて必然的に算出される。

カマ底

ベースライン

110

108

106

104

102

袖山の高さを設定する
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2 枚袖の作図

ノッチを入れる 上下分割線を設定 たたんだ状態を再現

肘位置を設定 上下に分割 屈折させる

上下分割線は意匠線。 任意の位置をパタンナー

（デザイナー） が決定するが、 分割線は必ず収束

点から放射線状に設定する。


